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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　印刷システムであって、
　用紙へ印刷を行う印刷手段と、
　前記印刷手段によって印刷された用紙へ後処理を実行するとともに、機外へ用紙を排紙
する排紙手段と、
　前記印刷手段によって印刷される用紙の透明度を取得する取得手段と、
　前記取得手段で取得した用紙の前記透明度に基づき、後処理を実行せずに機外に用紙を
排紙するように前記排紙手段を制御する制御手段と
を備え、
　前記印刷手段は、
　搬送される用紙へ光を照射し、該用紙から反射した光を受光することにより、用紙の有
無を検知する第１検知手段を備え、
　前記排紙手段は、
　前記印刷手段によって印刷された用紙へ光を照射し、該用紙を透過した光を受光するこ
とにより、用紙の有無を検知する第２検知手段を備え、
　前記取得手段は、前記第１検知手段による反射光の受光量に応じて当該用紙の透明度を
取得し、
　前記制御手段は、前記取得手段によって取得された前記用紙の透明度に従って、前記第
２検知手段によって当該用紙を検知することができないと判定すると、前記後処理を実行
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せずに機外に前記用紙を排紙するように前記排紙手段を制御することを特徴とする印刷シ
ステム。
【請求項２】
　用紙へ印刷を行う印刷手段と、前記印刷手段によって印刷された用紙へ後処理を実行す
るとともに、機外へ用紙を排紙する排紙手段と、を備える印刷システムの制御方法であっ
て、
　取得手段が、前記印刷手段によって印刷される用紙の透明度を取得する取得工程と、
　制御手段が、前記取得工程で取得した用紙の前記透明度に基づき、後処理を実行せずに
機外に用紙を排紙するように前記排紙手段を制御する制御工程と
を含み、
　前記印刷手段は、
　搬送される用紙へ光を照射し、該用紙から反射した光を受光することにより、用紙の有
無を検知する第１検知手段を備え、
　前記排紙手段は、
　前記印刷手段によって印刷された用紙へ光を照射し、該用紙を透過した光を受光するこ
とにより、用紙の有無を検知する第２検知手段を備え、
　前記取得工程は、前記第１検知手段による反射光の受光量に応じて当該用紙の透明度を
取得し、
　前記制御工程は、前記取得手段によって取得された前記用紙の透明度に従って、前記第
２検知手段によって当該用紙を検知することができないと判定すると、前記後処理を実行
せずに機外に前記用紙を排紙するように前記排紙手段を制御することを特徴とする印刷シ
ステムの制御方法。
【請求項３】
　請求項２に記載の印刷システムの制御方法における各工程をコンピュータに実行させる
ためのプログラム。
【請求項４】
　印刷装置と、該印刷装置によって印刷された用紙へ後処理を実行するとともに、機外へ
用紙を排紙する排紙装置を含む印刷システムであって、
　前記印刷装置は、
　用紙へ印刷を行う印刷手段と、
　前記印刷手段によって印刷された用紙を排紙装置へ搬送する搬送手段と、
　搬送される用紙へ光を照射し、該用紙から反射した光を受光することにより、用紙の有
無を検知する第１検知手段と、
　前記第１検知手段による反射光の受光量に応じて、前記印刷手段によって印刷される用
紙の透明度を取得する取得手段と、
　前記取得手段によって取得された前記透明度を前記排紙装置へ通知する通知手段と、を
備え、
　前記排紙装置は、
　前記印刷手段によって印刷された用紙へ光を照射し、該用紙を透過した光を受光するこ
とにより、用紙の有無を検知する第２検知手段と、
　前記通知手段によって通知された用紙の透明度に従って前記第２検知手段による用紙の
検知が可能か否かを判定し、可能でなければ、前記後処理を実行せずに機外に前記用紙を
排紙するように制御する制御手段と
を備えることを特徴とする印刷システム。
【請求項５】
　印刷装置であって、
　用紙へ印刷を行う印刷手段と、
　前記印刷手段によって印刷された用紙へ後処理を実行するとともに、機外へ用紙を排紙
する排紙装置へ、前記印刷手段で印刷した用紙を搬送する搬送手段と、
　搬送される用紙へ光を照射し、該用紙から反射した光を受光することにより、用紙の有
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無を検知する第１検知手段と、
　前記第１検知手段による反射光の受光量に応じて、前記印刷手段によって印刷される用
紙の透明度を取得する取得手段と、
　前記取得手段によって取得された前記透明度を前記排紙装置へ通知する通知手段と
を備え、
　前記排紙装置では、
　前記印刷手段によって印刷された用紙へ光を照射し、該用紙を透過した光を受光するこ
とにより、用紙の有無を検知する第２検知手段が設けられ、
　前記通知手段によって通知された用紙の透明度に従って前記第２検知手段による用紙の
検知が可能か否かを判定し、可能でなければ、前記後処理を実行せずに機外に前記用紙を
排紙するように制御が行われることを特徴とする印刷装置。
【請求項６】
　印刷装置であって、
　用紙へ印刷を行う印刷手段と、
　前記印刷手段によって印刷された用紙へ後処理を実行するとともに、機外へ用紙を排紙
する排紙装置へ、前記印刷手段で印刷した用紙を搬送する搬送手段と、
　搬送される用紙へ光を照射し、該用紙から反射した光を受光することにより、用紙の有
無を検知する第１検知手段と、
　前記第１検知手段による反射光の受光量に応じて、前記印刷手段によって印刷される用
紙の透明度を取得する取得手段と、
　前記排紙装置に設けられた、前記印刷手段によって印刷された用紙へ光を照射し、該用
紙を透過した光を受光することにより、用紙の有無を検知する第２検知手段について、前
記取得手段によって取得された前記透明度に従って前記第２検知手段による用紙の検知が
可能か否かを判定し、可能でなければ、前記後処理を実行せずに機外に前記用紙を排紙す
るように制御を行うことを決定する決定手段と、
　前記決定手段によって決定された情報を前記排紙装置へ通知する通知手段と
を備えることを特徴とする印刷装置。
【請求項７】
　搬送される用紙へ光を照射し、該用紙から反射した光を受光することにより、用紙の有
無を検知する第１検知手段を備える印刷装置へ接続された排紙装置であって、
　前記印刷装置によって印刷された用紙に対して後処理を実行する排紙手段と、
　前記第１検知手段による反射光の受光量に応じた、前記印刷装置によって印刷される用
紙の透明度を、該印刷装置から取得する取得手段と、
　前記印刷装置によって印刷された用紙へ光を照射し、該用紙を透過した光を受光するこ
とにより、用紙の有無を検知する第２検知手段と、
　前記取得手段によって取得された前記透明度に従って前記第２検知手段による用紙の検
知が可能か否かを判定し、可能でなければ、前記後処理を実行せずに機外に前記用紙を排
紙するように制御を行うことを決定する決定手段と、
　前記決定手段によって決定された情報に従って前記排紙手段による後処理の実行を制御
する制御手段と
を備えることを特徴とする排紙装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数の給紙手段と複数の排紙処理機能を有する排紙装置とを有し、指示され
た用紙情報に従って光学センサーを利用した用紙検知による排紙処理制御を行う印刷シス
テム、その制御方法、プログラム、印刷装置、及び排紙装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　排紙装置では、様々な排紙処理機能（シフト、折り、パンチ、中綴じステイプル等）を
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行うために、排紙装置内の搬送経路上の用紙位置を正確に検知する必要がある。そこで、
排紙装置は、光学センサーを用いて用紙の位置検知（用紙の有無を含む）を行っている。
光学センサーは、透過型、反射型に大きく分類されるが、透過型には位置検知精度が高い
といった特徴があり排紙装置には透過型の光学センサーが利用されている。そのため、例
えば透明フィルムやＯＨＰ用紙といった透過型センサーでは位置検知ができない種類の用
紙の場合は、光学センサーよる位置検知を行わず、様々な排紙処理機能も実施せず当該用
紙は搬送のみ行い排紙装置外へ排出される。特許文献１には、用紙の種類（シート重量、
ＯＨＰシート、光沢紙、着色紙および穴開き紙）によって排紙処理(シフト、折り等)を実
行するか否かを制御することが提案されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００２－２７４７４４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上記従来技術には以下に記載する課題がある。ＰＯＤ（Ｐｒｉｎｔ　Ｏ
ｎ　Ｄｅｍａｎｄ：プリント・オンデマンド）のような印刷システムにおいては、より多
くの種類のメディアに対応することが望まれる。例えば半透明フィルムと呼ばれるような
一般的に透明と認識されているＯＨＰ用紙のように完全に透明ではないが有る程度の透過
度を持ったフィルム用紙もあり印刷に利用されている。半透明フィルムはＯＨＰ用紙では
ないため、透過型センサーで位置検知が可能な用紙種別としてシフト、パンチ、中綴じ等
の排紙処理機能も含めて利用される。
【０００５】
　しかし、市販されている様々な半透明フィルムの中には見かけ上、混濁があり透明度が
低いと思われるが光学的特性では透明度が高くＯＨＰ用紙に近い特徴をもつ用紙がある。
そのような特性を持つ半透明フィルムを使い、半透明フィルムの用紙種別で印刷を実行す
ると排紙装置の透過型センサーによる用紙位置検知ができないため、排紙装置内で常にエ
ラーと判断され正常に排紙ができない状態が発生してしまう。
【０００６】
　本発明は、上述の問題に鑑みて成されたものであり、用紙種別に応じて変化する排紙装
置における用紙の検知性能に従って、排紙装置における排紙処理機能を制限する仕組みを
提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は、印刷システムであって、用紙へ印刷を行う印刷手段と、前記印刷手段によっ
て印刷された用紙へ後処理を実行するとともに、機外へ用紙を排紙する排紙手段と、前記
印刷手段によって印刷される用紙の透明度を取得する取得手段と、前記取得手段で取得し
た用紙の前記透明度に基づき、後処理を実行せずに機外に用紙を排紙するように前記排紙
手段を制御する制御手段とを備え、前記印刷手段は、搬送される用紙へ光を照射し、該用
紙から反射した光を受光することにより、用紙の有無を検知する第１検知手段を備え、前
記排紙手段は、前記印刷手段によって印刷された用紙へ光を照射し、該用紙を透過した光
を受光することにより、用紙の有無を検知する第２検知手段を備え、前記取得手段は、前
記第１検知手段による反射光の受光量に応じて当該用紙の透明度を取得し、前記制御手段
は、前記取得手段によって取得された前記用紙の透明度に従って、前記第２検知手段によ
って当該用紙を検知することができないと判定すると、前記後処理を実行せずに機外に前
記用紙を排紙するように前記排紙手段を制御することを特徴とする。
【０００８】
　また、本発明は、印刷装置と、該印刷装置によって印刷された用紙へ後処理を実行する
とともに、機外へ用紙を排紙する排紙装置を含む印刷システムであって、前記印刷装置は
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、用紙へ印刷を行う印刷手段と、前記印刷手段によって印刷された用紙を排紙装置へ搬送
する搬送手段と、搬送される用紙へ光を照射し、該用紙から反射した光を受光することに
より、用紙の有無を検知する第１検知手段と、前記第１検知手段による反射光の受光量に
応じて、前記印刷手段によって印刷される用紙の透明度を取得する取得手段と、前記取得
手段によって取得された前記透明度を前記排紙装置へ通知する通知手段と、を備え、前記
排紙装置は、前記印刷手段によって印刷された用紙へ光を照射し、該用紙を透過した光を
受光することにより、用紙の有無を検知する第２検知手段と、前記通知手段によって通知
された用紙の透明度に従って前記第２検知手段による用紙の検知が可能か否かを判定し、
可能でなければ、前記後処理を実行せずに機外に前記用紙を排紙するように制御する制御
手段とを備えることを特徴とする。
【０００９】
　また、本発明は、印刷装置であって、用紙へ印刷を行う印刷手段と、前記印刷手段によ
って印刷された用紙へ後処理を実行するとともに、機外へ用紙を排紙する排紙装置へ、前
記印刷手段で印刷した用紙を搬送する搬送手段と、搬送される用紙へ光を照射し、該用紙
から反射した光を受光することにより、用紙の有無を検知する第１検知手段と、前記第１
検知手段による反射光の受光量に応じて、前記印刷手段によって印刷される用紙の透明度
を取得する取得手段と、前記取得手段によって取得された前記透明度を前記排紙装置へ通
知する通知手段とを備え、前記排紙装置では、前記印刷手段によって印刷された用紙へ光
を照射し、該用紙を透過した光を受光することにより、用紙の有無を検知する第２検知手
段が設けられ、前記通知手段によって通知された用紙の透明度に従って前記第２検知手段
による用紙の検知が可能か否かを判定し、可能でなければ、前記後処理を実行せずに機外
に前記用紙を排紙するように制御が行われることを特徴とする。
【００１０】
　また、本発明は、印刷装置であって、用紙へ印刷を行う印刷手段と、前記印刷手段によ
って印刷された用紙へ後処理を実行するとともに、機外へ用紙を排紙する排紙装置へ、前
記印刷手段で印刷した用紙を搬送する搬送手段と、搬送される用紙へ光を照射し、該用紙
から反射した光を受光することにより、用紙の有無を検知する第１検知手段と、前記第１
検知手段による反射光の受光量に応じて、前記印刷手段によって印刷される用紙の透明度
を取得する取得手段と、前記排紙装置に設けられた、前記印刷手段によって印刷された用
紙へ光を照射し、該用紙を透過した光を受光することにより、用紙の有無を検知する第２
検知手段について、前記取得手段によって取得された前記透明度に従って前記第２検知手
段による用紙の検知が可能か否かを判定し、可能でなければ、前記後処理を実行せずに機
外に前記用紙を排紙するように制御を行うことを決定する決定手段と、前記決定手段によ
って決定された情報を前記排紙装置へ通知する通知手段とを備えることを特徴とする。
【００１１】
　また、本発明は、搬送される用紙へ光を照射し、該用紙から反射した光を受光すること
により、用紙の有無を検知する第１検知手段を備える印刷装置へ接続された排紙装置であ
って、前記印刷装置によって印刷された用紙に対して後処理を実行する排紙手段と、前記
第１検知手段による反射光の受光量に応じた、前記印刷装置によって印刷される用紙の透
明度を、該印刷装置から取得する取得手段と、前記印刷装置によって印刷された用紙へ光
を照射し、該用紙を透過した光を受光することにより、用紙の有無を検知する第２検知手
段と、前記取得手段によって取得された前記透明度に従って前記第２検知手段による用紙
の検知が可能か否かを判定し、可能でなければ、前記後処理を実行せずに機外に前記用紙
を排紙するように制御を行うことを決定する決定手段と、前記決定手段によって決定され
た情報に従って前記排紙手段による後処理の実行を制御する制御手段とを備えることを特
徴とする。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、用紙種別に応じて変化する排紙装置における用紙の検知性能に従って
、排紙装置における排紙処理機能を制限することができる。
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【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】印刷システムの構成例を示す断面図。
【図２】排紙装置２００の構成例を示す断面図。
【図３】画像形成装置３０１を示すブロック図。
【図４】排紙装置２００の制御コントローラ４０１を示すブロック図。
【図５】反射型センサー１２３の構造図。
【図６】透過型センサー１２４の構造図。
【図７】給紙段に設定されている用紙情報を保持する管理テーブルを示す図。
【図８】用紙銘柄情報を保持する用紙銘柄管理テーブルを示す図。
【図９】用紙の登録時、操作部１０４に表示されるＵＩ図。
【図１０】操作部１０４に表示される用紙銘柄ＤＢの管理画面のＵＩ図。
【図１１】操作部１０４に表示される用紙銘柄ＤＢの詳細編集画面のＵＩ図。
【図１２】操作部１０４に表示される用紙銘柄ＤＢの色情報設定画面のＵＩ図。
【図１３】操作部１０４に表示される給紙段及び用紙の設定画面のＵＩ図。
【図１４】操作部１０４に表示される用紙の設定画面のＵＩ図。
【図１５】位置検知センサー及排紙処理動作情報を保持する管理テーブルを示す図。
【図１６】画像形成装置３０１の制御フローチャート。
【図１７】制御コントローラ４０１の制御フローチャート。
【図１８】位置検知センサー及排紙処理動作情報を保持する管理テーブルを示す図。
【図１９】画像形成装置３０１の制御フローチャート。
【図２０】操作部１０４に表示される印刷ジョブの処理選択画面のＵＩ図。
【図２１】制御コントローラ４０１の制御フローチャート。
【図２２】画像形成装置３０１の制御フローチャート。
【図２３】設定変更前の位置検知センサー及排紙処理動作情報を保持する管理テーブル例
を示す図。
【図２４】設定変更後の位置検知センサー及排紙処理動作情報を保持する管理テーブル例
を示す図。
【図２５】操作部１０４に表示される印刷ジョブの処理選択画面のＵＩ図。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、添付図面を参照して本発明の実施形態を詳しく説明する。なお、以下の実施形態
は特許請求の範囲に係る本発明を限定するものでなく、また本実施形態で説明されている
特徴の組み合わせの全てが本発明の解決手段に必須のものとは限らない。
【００１５】
　＜印刷システムの構成＞
　まず、図１を参照して、本発明に係る印刷システムの構成例について説明する。印刷シ
ステム１００は、印刷装置１０１、定着装置１０２、スキャナ装置１０３、操作部１０４
、用紙排出部１０７、トナー補給部１１０、及び外部給紙装置１１８を備える。また、印
刷装置１０１には、給紙装置１０５、１０６、搬送部１０８、一次転写部１１１、転写ベ
ルト１１２、及び二次転写部１１３が設けられる。定着装置１０２には、スイッチバック
部１０９、廃トナー収納部１１４、定着ユニット１１５、１１６、及び搬送部１１８、１
２７が設けられる。外部給紙装置１１８には、搬送部１１９、及び給紙装置１２０、１２
１、１２２が設けられる。
【００１６】
　スキャナ装置１０３は、原稿をスキャンして画像の電子データを生成する。操作部１０
４は、操作者による印刷装置１０１への各種指示を受け付ける。また、操作部１０４には
、ハードキーとともに、タッチパネル式などの表示部が設けられる。給紙装置１０５、１
０６、１２０、１２２、１２２は印刷装置１０１で印刷するための用紙（記録材）を積載
する。用紙排出部１０７は、印刷された用紙を印刷装置１０１の外部へ排出する。
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【００１７】
　各搬送部には、一定の間隔で用紙を搬送するための搬送ローラが設けられる。スイッチ
バック部１０９は、用紙排出部１０７へ用紙を排出する際に用紙の出力面を反転させる。
トナー補給部１１０は、印刷装置１０１に対して現像財であるトナーを補給する。一次転
写部１１１は、画像データに従って形成したトナー像を転写ベルト１１２に転写する。二
次転写部１１３は、転写ベルト１１２に転写されたトナー像を用紙に転写する。廃トナー
収納部１１４は、転写処理の過程において発生した余分なトナーを収納する。定着ユニッ
ト１１５は、二次転写部１１３において画像が転写された用紙に熱と圧力を加えて、トナ
ーを用紙に定着させる。定着ユニット１１６は、定着ユニット１１５において画像が定着
された用紙にさらに熱と圧力を加えて画像の定着を強化させる。搬送部１０８、１１７、
１１９、１２７は、用紙を搬送するための搬送路である。
【００１８】
　印刷装置１０１の搬送部には用紙の搬送状況を検知する複数の光センサーが設置されて
いる。上記光センサーの一つである用紙検知かつメディア判別を行う反射型センサー１２
３は、ＯＨＰ、透明フィルム等の透明系の用紙検知及びメディアの判別を行うセンサーで
ある。ここで、図５を用いて反射型センサー１２３の構造及び用紙検知かつメディア判別
する仕組みを説明する。上記光センサーの一つである反射型センサー１２３は、発光素子
５０１及び受光素子５０２を有する。発光素子５０１から出射される光を用紙５０３に照
射し、その反射光を受光素子５０２で受光する。印刷装置１０１は、受光素子５０２で受
光した反射光の値を用いて、用紙検知、メディアの判別を行う。また、印刷装置１０１は
、反射光の受光量に応じて、用紙の透明度を取得することができる。これは、用紙の透明
度に応じて反射光が変化することを利用している。
【００１９】
　また、印刷装置１０１の搬送部には、上記光センサーの一つとして、用紙の位置検知を
行う用紙検知用の透過型センサー１２４、１２５が設けられる。ここで、図６を用いて透
過型センサー１２４、１２５の構造及び用紙位置を検知する仕組みについて説明する。
【００２０】
　透過型センサー１２４、１２５は、発光素子６０１及び受光素子６０２を有する。発光
素子６０１から出射される光は用紙６０３を通過する際に遮られる。したがって、受光素
子６０２で受けとる透過光は、用紙６０３の透過度によって変化する。印刷装置１０１は
、その透過光の変化量で用紙の位置検知を行う。
【００２１】
　搬送部１１７は、定着ユニット１１５から定着ユニット１１６へ用紙を搬送するための
搬送路である。搬送部１２７は、定着ユニット１１５から定着ユニット１１６を介さずに
用紙排出部１０７又はスイッチバック部１０９へ用紙を搬送するための搬送路である。搬
送部１０８、１１９は、用紙を印刷装置１０１へ供給するための搬送路である。
【００２２】
　＜排紙装置の構成＞
　次に、図２を参照して、定着装置１０２の用紙排出部１０７を通して接続される排紙装
置２００の構成について説明する。なお、ここでは、排紙装置２００を印刷システムとは
別個のものとして説明するが、本発明はこれに限らず、印刷システムに含まれるように構
成してもよい。また、排紙装置２００は、印刷装置１０１で印刷された用紙に対する後処
理を行う後処理装置である。ここで、後処理とは、ステイプル処理、パンチ処理、製本処
理や、印刷された複数の用紙を整える整合処理などをいう。本実施形態に係る排紙装置２
００は、定着装置１０２に直接接続される。したがって、定着装置１０２の用紙排出部１
０７から印刷が完了した用紙が排紙装置２００の用紙入力部２０１に搬送される。
【００２３】
　排紙装置２００内の用紙搬送路には、一定の間隔で用紙を搬送するための搬送ローラが
設けられる。また、用紙の搬送状況、用紙位置を検知する複数の光センサー２０２、２１
２、２１３が設置される。用紙入力部２０１には、上記光センサーの一つであり用紙の位



(8) JP 6574633 B2 2019.9.11

10

20

30

40

50

置検知を行う透過型センサー２０２が設けられる。透過型センサー２０２の構造及び用紙
位置を検知する仕組みは透過型センサー１２４と同様である。
【００２４】
　排紙装置２００では、ユーザに指定された機能に応じて、印刷済み用紙に対して後処理
を実行する。具体的には、ステイプル（１個所・２箇所綴じ）、パンチ（２穴・３穴）、
及び中とじ製本等の機能が実行可能である。排紙装置２００には、２つの排紙トレイ２０
３、２０４が有り、用紙搬送路２０７を経由して排紙トレイ２０３に出力される。用紙搬
送路２０７では、ステイプル等の処理を行うことはできない。ステイプル等の処理を行う
場合は用紙搬送路２０８を経由して処理部２０９でユーザに指定された機能の排紙処理を
実行し、排紙トレイ２０４へ出力される。
【００２５】
　排紙トレイ２０３、２０４は、昇降することが可能であり、排紙トレイ２０３を下降さ
せ、処理部２０９で排紙処理した用紙を下の排紙口から積載するように動作することも可
能である。ユーザの指定により挿入紙が指定された場合には、所定のページにインサータ
２０６にセットされている挿入紙を用紙搬送路を通して挿入させるように動作させること
も可能である。中とじ製本が指定された場合には中とじ処理部２１０で、用紙中央にステ
イプルされた後、用紙を二つ折りにして用紙搬送路２１１を経由して中とじ製本トレイ２
０５へ出力される。
【００２６】
　＜印刷装置の制御構成＞
　次に、図３を参照して、本発明に係る印刷装置１０１の制御構成について説明する。印
刷装置１０１は、制御構成として、ＣＰＵ３０５、ＲＡＭ３０６、操作部Ｉ／Ｆ３０７、
ネットワークＩ／Ｆ３０８、ＦＡＸモデム３０９、ＲＯＭ３１０、及びＨＤＤ３１１を備
える。また、イメージバスＩ／Ｆ３１３を介し、後述するＲＩＰ用Ｉ／Ｆ３１４、データ
圧縮部３１５、デバイスＩ／Ｆ３１６、及び画像処理部３１７を備える。また、３１２は
ＣＰＵバスであり、３２４はイメージバスである。
【００２７】
　ネットワークＩ／Ｆ３０８には、外部機器とネットワークによって接続を行うためのネ
ットワークケーブル３０３が接続される。ＦＡＸモデム３０９には、外部機器と電話回線
によってＦＡＸ接続を行うための回線ケーブル３０４が接続される。
【００２８】
　ＣＰＵ３０５は、印刷システム１００全体を制御するためのプログラムを動作させる。
ＲＡＭ３０６は、ＣＰＵ３０５上で動作するプログラムによって管理される。ＲＡＭ３０
６は、外部から受信したデータを一時的に蓄えるための受信バッファやＲＩＰ３２１によ
ってラスタライズされた画像データを一時的に蓄えるための画像データバッファ等の目的
で使用される。ＲＯＭ３１０は、ＣＰＵ３０５上で動作するプログラムやデータ等を格納
する。ＨＤＤ３１１は、様々なデータを長期的に保存することが可能な不揮発性の記憶装
置である。
【００２９】
　操作部Ｉ／Ｆ３０７は、操作部１０４と印刷装置１０１とを接続するためのインタフェ
ースである。イメージバスＩ／Ｆ３１３は、ＣＰＵバス３１２とイメージバス３２４とを
接続するためのインタフェースである。ＲＩＰＩ／Ｆ３１４には、データバス３１８を介
してＲＩＰ３２１が接続される。ＲＩＰ３２１は、外部から入力される画像記述データを
ビットマップイメージデータに変換する機能を有するラスタライズボード（ＲＩＰ）であ
る。ＲＩＰＩ／Ｆ３１４は、データバス３１８によってＲＩＰ３２１とイメージバス３２
４を接続するためのインタフェースである。データ圧縮部３１５は、データを圧縮する。
デバイスＩ／Ｆ３１６には、データバス３１９を介して外部給紙装置１１８が接続され、
データバス３２０を介して排紙装置２００が接続される。また、データバス３２１を介し
て定着装置１０２が接続される。
【００３０】
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　ＣＰＵ３０５は、操作部１０４又は外部機器からネットワークケーブル３０３を介して
指示される信号に従って、データバス３１９、３２０、３２１を介して定着装置１０２、
外部給紙装置１１８、及び排紙装置２００へ印刷を行うための命令を発行する。また、印
刷装置１０１に含まれる負荷等にも印刷を行うための命令を発行する。例えば、外部給紙
装置１１８に含まれる制御部に対しては、給紙処理を指示するための命令等を発行する。
また、排紙装置２００に含まれる制御部に対して用搬送準備の指示命令後にシフト処理、
折り処理、中綴じステイプルの排紙処理を指示するための命令を印刷する用紙に紐づいて
発行する。
【００３１】
　画像処理部３１７は、ＲＩＰ３２１によって生成されたビットマップイメージデータに
各種画像処理を施す。画像処理部３１７では、２ページのビットマップイメージデータを
１ページのビットマップイメージデータに合成する機能等のビットマップイメージデータ
をデジタル的に処理する機能を備える。ジョブ制御部３２５は外部から受信したデータを
印刷ジョブとして解析して給紙指定、排紙処理情報（シフト、折り、中綴じステイプル等
）等の制御情報を得ると共にデータをジョブとして制御する。ジョブ制御情報保存部３２
６は上記取得した制御情報を格納する領域である。給紙制御部３２７は、ＣＰＵ３０５、
ジョブ制御部３２５と共に給紙に関する制御を管理する。排紙制御部３２８は、ＣＰＵ３
０５、ジョブ制御部３２５と共に、排紙装置２００を用いたシフト、折り、綴じといった
排紙処理機能を含む排紙に関する用紙毎制御を管理する。給排紙制御情報保存部３２９は
、給排紙制御に関する情報を保存する領域である。
【００３２】
　用紙銘柄制御部３３０は、ＣＰＵ３０５と排紙制御部３２８と共に用紙毎の用紙特性情
報を管理する。用紙銘柄情報保存部３３１は後述する用紙特性情報管理用の用紙銘柄管理
テーブル（図８）を保存する領域である。用紙位置・種別検知制御部３３２は印刷装置１
０１の搬送部に複数設置されている光学センサーの制御及びセンサー情報により搬送され
ている各用紙の位置及びメディア判定を行う。
【００３３】
　＜排紙装置２００の制御構成＞
　次に、図４を参照して、本発明に係る排紙装置２００の制御コントローラ４０１につい
て説明する。制御コントローラ４０１は、ＣＰＵ４０２、ＲＡＭ４０３、ＲＯＭ４０４、
及びＳＲＡＭ４０５を備える。また、ＣＰＵバスＩ／Ｆ４０６を介し、ＣＰＵ４０２は、
制御コントローラ４０１全体を制御するためのプログラムを動作させる。ＲＡＭ４０３は
、ＣＰＵ４０２上で動作するプログラムによって管理される。ＲＡＭ４０３は、印刷装置
１０１から受信した制御命令を一時的に蓄えるための受信バッファ等の目的で使用される
。ＲＯＭ４０４は、ＣＰＵ４０２上で動作するプログラムやデータ等を格納する。ＳＲＡ
Ｍ４０５は、様々なデータを長期的に保存することが可能な不揮発性の記憶装置である。
【００３４】
　デバイスＩ／Ｆ４０７には、データバス４１１及び定着装置１０２を介して印刷装置１
０１が接続され、シフト処理、折り処理、中綴じステイプルの排紙処理を指示するための
命令や命令に対する返信等に利用される。排紙処理制御部４０８は、ＣＰＵ４０２によっ
て、デバイスＩ／Ｆ４０７経由で受信した排紙処理命令に従い排紙処理を制御する。
【００３５】
　位置検知センサー制御部４０９は、ＣＰＵ４０２によって、フィニッシャである排紙装
置２００内に設置された透過型センサー２０２を含む位置検知用の光センサーを制御する
。情報保存部４１０は、排紙処理制御や位置検知センサー制御に必要な制御情報を格納す
る領域である。例えば、図１５に示す排紙装置内位置検知センサー・排紙処理動作管理テ
ーブルを保存する領域である。位置検知センサー・排紙処理動作管理テーブルは、透明度
により位置検知センサーのＯＦＦ・ＯＮと排紙処理を実行する・しないの組み合わせを管
理するテーブルである。透明度としては、例えば、透明、半透明（低）と、半透明（低）
よりも透明度の高い半透明（高）とに区別している。なお、図１５に示すテーブルの内容
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は一例であり本発明を限定する意図はない。
【００３６】
　＜用紙銘柄機能＞
　次に、図８を参照して、本実施形態に係る用紙銘柄機能について説明する。用紙銘柄機
能では用紙銘柄情報保存部３３１にデータベース（用紙銘柄ＤＢ）を備える。
【００３７】
　用紙銘柄ＤＢは、基本的な用紙特性（サイズ、用紙種別）に加えてより詳細な設定項目
（例えば、坪量、表面性、色、カール補正、クリープ補正、等）を用紙毎に集めたデータ
ベースである。用紙銘柄情報は、図８に示す、用紙銘柄管理番号（用紙銘柄ＩＤ）と名称
により用紙銘柄ＤＢ内の用紙銘柄管理テーブル８００で管理される。用紙銘柄情報は、操
作部１０４から登録、設定、削除が可能である。
【００３８】
　＜用紙設定の際の画面遷移＞
　以下では、図９乃至図１４を参照して、操作部１０４での用紙銘柄を設定する際の画面
処理について説明する。印刷装置１０１で印刷を行うためには、用紙銘柄情報保存部３３
１に格納された用紙銘柄管理テーブル８００に用紙の情報を登録して管理することと、管
理している用紙を給紙段に割り当てることが必要である。図９は、２つの手順のいずれの
設定を行うのかを、ユーザに対して選択可能に表示する画面９００を示す。操作部１０４
は、用紙の設定ボタン９０１が押下（操作）されたか、用紙種類の管理ボタン９０２が押
下されたによって、次に表示する画面を切り替える。
【００３９】
　用紙の登録画面９００で用紙種類の管理ボタン９０２が押下されると、用紙銘柄管理テ
ーブル８００の一部を表示する、図１０に示す管理画面１０００が操作部１０４に表示さ
れる。管理画面１０００の用紙情報部１００１には、代表的な用紙特性である、名称、用
紙サイズ、用紙種別、色・透明度、坪量が表示される。ユーザにより所望の用紙が選択さ
れ複製ボタン１００３が押下されると、その用紙データが複製され、複製された用紙デー
タをユーザがカスタマイズすることにより、新たな用紙データを登録することが可能であ
る。一方、ユーザにより用紙情報部１００１のリスト上で所望の用紙が選択された状態で
詳細／編集ボタン１００２が押下されると、図１１に示すように、その用紙の詳細編集画
面１１００が操作部１０４に表示される。そして、ユーザによる編集を受け付けた後にＯ
Ｋボタンが押されれば、操作部１０４はその情報を用紙銘柄ＤＢに登録する。
【００４０】
　図１２は図１１で“色”の変更ボタン１１０１の変更が押された場合に表示される色情
報の設定画面１２００である。色情報は“白”、“青”、“赤”“黄”“透明”、“半透
明（高）”,”半透明（低）“、”その他”が設定で可能である。“透明”、“半透明（
高）”,”半透明（低）“は透明度の情報を示している。
【００４１】
　用紙の登録画面９００で用紙の設定ボタン９０１が押下されると、図１３に示す給紙段
の設定画面１３００が操作部１０４に表示される。印刷装置のオプション構成によって、
給紙段の数は異なる。操作部１０４は、オプション構成により表示を切り替えており、こ
こでは５箇所からなる給紙段（給紙装置）１０５、１０６、１２０、１２２、１２２に対
応するボタン１３０２が表示される。ユーザが所望の給紙段のボタンを選択すると、選択
された給紙段に設定されている用紙の情報１３０６が画面下部に表示される。例えば、図
１３では、給紙段１のボタンが選択されており、用紙の情報１３０６の欄には、給紙段１
に用紙サイズ「Ａ４」及び用紙種類「半透明フィルム」の用紙が設定されていることが表
示されている。
【００４２】
　給紙段に設定されている用紙を変更する場合には、変更したい給紙段を選択し、画面右
上の設定ボタン１３０３を押す。この設定ボタン１３０３が押下されると、図１４に示す
用紙の設定画面１４００が操作部１０４に表示される。画面中央に表示されている用紙情
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報１４０１は、用紙銘柄ＤＢの情報である。用紙情報１４０１には、用紙特性である、名
称、用紙サイズ、用紙種別、色（透明度）、坪量が表示される。また、名称欄の「＊＊」
は、現状で給紙段に設定されている用紙名を示している。
【００４３】
　給紙段に設定されている用紙を変更したい場合には、ユーザが設定したい用紙の名称を
選択し、ＯＫボタン１４０２を押下することで変更することが可能である。現状の設定の
ままでよいのであれば、キャンセルボタンを押下すればよい。このようにして、操作部１
０４は、ユーザの入力に応じて選択された用紙を給紙段に設定する。
【００４４】
　図７は、給排紙制御情報保存部３２９に保存される給紙段管理テーブル７００を示す。
給紙段管理テーブル７００は、各給紙段（給紙装置）１０５、１０６、１２０、１２２、
１２２にどのような用紙が格納されているかを示す情報を管理するためのテーブルである
。給紙段管理テーブル７００には、各給紙段を示す給紙段番号に対して、それぞれ格納さ
れている用紙の用紙サイズ、用紙種別種等の用紙特性情報、用紙銘柄ＩＤ、及び用紙の向
きとが定義される。用紙銘柄ＩＤは、用紙銘柄ごとに割り当てられた固有の識別番号を示
す。用紙サイズは、Ａ３、Ａ４などの定型サイズに加えて、”１９０ｍｍＸ２５０ｍｍ”
などの不定型サイズも登録可能である。用紙の向きには、各給紙段に載置される用紙の向
きの情報（例えば、縦向き、横向きなど）が登録される。なお、設定値については、ここ
では一例としてＳ、Ｌを用いているが限定する意図はなく、各印刷装置の使用に合わせて
設定されてよい。用紙種別には、各給紙段に載置される用紙の種別が設定される。
【００４５】
　＜第１の実施形態＞
　以下では、図１６及び図１７を参照して、本発明の第１の実施形態について説明する。
本実施形態は、印刷装置１０１のセンサーで検知した透明度情報を排紙装置２００に通知
してその情報を元に排紙装置内の位置検知センサーのＯＦＦ/ＯＮと排紙制御処理の可不
可を切り替えて制御する形態である。
【００４６】
　まず、図１６を参照して、印刷装置１０１の処理手順について説明する。以下で説明す
る処理は、印刷装置１０１のＣＰＵ３０５がＲＯＭ３１０やＨＤＤ３１１に格納されてい
る制御プログラムをＲＡＭ３０６に読み出して実行することにより実現される。
【００４７】
　Ｓ１６０１で、ＣＰＵ３０５は、印刷ジョブを受信し、ジョブ制御部３２５によって受
信したジョブを解析し、ジョブで利用する用紙情報（用紙サイズ、用紙種別）及び排紙処
理指定情報（例：シフト指定）を取得する。続いて、Ｓ１６０２で、ＣＰＵ３０５は、取
得した用紙情報と、給紙排紙情報保存部３２９の給紙段管理テーブル７００に管理されて
いる情報のうち、用紙サイズ及び用紙種別とが一致する給紙段があるか否かを検索する。
Ｓ１６０３で、ＣＰＵ３０５は、Ｓ１６０２の検索結果に基づき、一致する給紙段がある
か否かを判定する。
【００４８】
　一致する給紙段がない場合はＳ１６０４に進み、ＣＰＵ３０５は、給紙制御部３２７に
よって、操作部Ｉ／Ｆ３０７を通じて操作部１０４にエラー（用紙なし）を表示する。続
いて、Ｓ１６０５に進み、ＣＰＵ３０５は、給紙制御部３２７によって、用紙交換が行わ
れたかを判別する。用紙が交換された場合は、Ｓ１６０２に戻る。用紙が交換されない場
合は、Ｓ１６０４に戻り、用紙が交換されるまでエラーを表示する。
【００４９】
　一方、Ｓ１６０３で一致する給紙段がある場合はＳ１６０６に進む。Ｓ１６０６で、Ｃ
ＰＵ３０５は、給紙制御部３２７によって、デバイスＩ／Ｆ３１６経由で外部給紙装置１
１８に一致した給紙段に給紙実行命令を発行し用紙を給紙する。続いて、Ｓ１６０７で、
ＣＰＵ３０５は、用紙位置・種別検知制御部３３２によって給紙された用紙が搬送路上に
おいて反射型センサー１２３の位置を通過する際に感知した反射光量を用いて、当該用紙
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の透明度を検知する。そしてＳ１６０８で、ＣＰＵ３０５は、検知した透明度を透明度の
高い順から“透明”、“半透明（高）”、“半透明（低）”とレベル別けされたレベルの
いずれに分類されるかを決定する。Ｓ１６０９で、ＣＰＵ３０５は、排紙制御部３２８と
用紙位置・種別検知制御部３３２によってデバイスＩ／Ｆ３１６経由で決定した透明度レ
ベル（透明”、“半透明（高）”、“半透明（低）”のいずれか）を排紙装置２００に通
知する。
【００５０】
　次に、Ｓ１６１０で、ＣＰＵ３０５は、排紙制御部３２８とジョブ制御部３２５によっ
てデバイスＩ／Ｆ３１６経由でＳ１６０１で解析した排紙処理指定情報に従って排紙処理
指示命令を排紙装置２００に通知する。続いて、Ｓ１６１１で、ＣＰＵ３０５は、印刷装
置１０１及び定着装置１０２を用いて、Ｓ１６０３で選択された給紙段の用紙を用いて、
印刷ジョブに従って印刷し、印刷済みの用紙を排紙装置２００へ搬送させる。
【００５１】
　次に、図１７を参照して、排紙装置２００における制御コントローラ４０１の処理手順
について説明する。以下で説明する処理は、排紙装置２００のＣＰＵ４０２がＲＯＭ４０
４等に格納されている制御プログラムをＲＡＭ４０３に読み出して実行することにより実
現される。
【００５２】
　Ｓ１７０１で、ＣＰＵ４０２は、排紙処理制御部４０８によってデバイスＩ／Ｆ４０７
経由で印刷装置１０１から通知される制御命令を解析する。続いて、Ｓ１７０２で、ＣＰ
Ｕ４０２は、排紙処理制御部４０８によって透明度レベルの通知であるか否かを判定する
。透明度レベルの通知だった場合はＳ１７０３に進み、そうでない場合はＳ１７０７に進
む。
【００５３】
　Ｓ１７０３で、ＣＰＵ４０２は、排紙処理制御部４０８及び位置検知センサー制御部４
０９によって、排紙装置内位置検知センサー・排紙処理動作管理テーブル１５００から通
知された透明度レベルに対応する位置検知センサー及び排紙処理動作を決定する。続いて
、Ｓ１７０４で、ＣＰＵ４０２は、排紙処理制御部４０８及び位置検知センサー制御部４
０９によって、決定した動作を設定する。例えば、透明度レベルが半透明（高）だった場
合、排紙装置内位置検知センサー・排紙処理動作管理テーブル１５００に基づき、ＣＰＵ
４０２は、位置検知センサー制御部４０９によって透過型センサー２０２を含む位置検知
用の光センサーをＯＦＦに設定する。つまり、ここでは、位置検知用の光センサーを使用
することができないと判断している。
【００５４】
　Ｓ１７０５で、ＣＰＵ４０２は、排紙処理制御部４０８によって、設定に従って排紙処
理（後処理）は行わず、排紙処理制御部４０８によって、用紙入力部２０１から搬送され
る用紙を搬送ローラを制御して搬送のみ行う。続いて、Ｓ１７０６で、ＣＰＵ４０２は、
排紙処理制御部４０８によって、用紙を排紙トレイ２０３、２０４などの機外へ排出する
。
【００５５】
　一方、Ｓ１７０２で透明度レベルの通知ではなかった場合はＳ１７０７に進み、ＣＰＵ
４０２は、排紙処理制御部４０８及び位置検知センサー制御部４０９によって、通常設定
である位置検知用の光センサーをＯＮ、排紙処理動作可能と設定する。そしてＳ１７０５
に進む。
【００５６】
　以上説明したように、本実施形態に係る印刷システム１００では、印刷装置１０１のセ
ンサーで検知した透明度レベルを排紙装置２００に通知し、その情報を元に排紙装置内の
位置検知センサーのＯＦＦ／ＯＮ設定と排紙制御処理の可不可を切り替えて制御する。こ
れにより、排紙装置２００のセンサーによる用紙位置検知ができない用紙がエラーになら
ず正常に排紙することができる。このように、本発明では、排紙装置２００に対して通知
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する用紙情報に“透明度“に関する情報を付加し、用紙種別と透明度の情報を使って、排
紙装置２００がセンサーよる位置検知を行うかどうか及び排紙処理機能を行うかどうかの
判断材料として利用する。これにより、見かけ上混濁があり透明度が低いと思われるが光
学的特性では透明度が高く既存の排紙装置の透過型センサーでは位置検知ができない用紙
が新たに登場した場合であっても好適に透過型センサーでは検知できないことを確認でき
る。よって、そのような用紙の利用時においても排紙装置内で常にエラーとなり正常に排
紙ができなくなるといった状態を防ぐことができる。
【００５７】
　なお、本発明は上記実施形態に限らず様々な変形が可能である。例えば、上記実施形態
では、透明度の情報を印刷装置１０１から排紙装置２００へ通知し、排紙装置２００で排
紙処理機能（後処理）を実行するか否かを決定する形態について説明した。しかし、本発
明はこれに限らず、印刷装置１０１において決定し、当該制御結果を排紙装置２００へ通
知するようにしてもよい。つまり、排紙処理機能（後処理）を実行するか否かを決定する
制限部を印刷装置１０１及び排紙装置２００のいずれに設けてもよい。
【００５８】
　＜第２の実施形態＞
　以下では、図１８乃至図２１を参照して、本発明の第２の実施形態について説明する。
本実施形態は、用紙銘柄情報の透明度情報を元に排紙装置内の位置検知センサーのＯＦＦ
/ＯＮ設定と排紙制御処理の可不可を切り替えて制御する。
【００５９】
　図１８は、印刷装置１０１において、用紙銘柄情報の透明度情報に対応して排紙装置２
００に対して指示する位置検知センサーのＯＦＦ・ＯＮと、排紙処理実行する・しないの
組み合わせを管理するテーブル１８００を示す。本実施形態では、使用する用紙銘柄情報
の透明度情報に対応するテーブル１８００の設定内容に従って位置検知センサーのＯＦＦ
/ＯＮ設定と排紙制御処理の可不可を制御する。
【００６０】
　図１９を参照して、印刷装置１０１の処理手順について説明する。以下で説明する処理
は、印刷装置１０１のＣＰＵ３０５がＲＯＭ３１０やＨＤＤ３１１に格納されている制御
プログラムをＲＡＭ３０６に読み出して実行することにより実現される。
【００６１】
　Ｓ１９０１で、ＣＰＵ３０５は、印刷ジョブを受信し、ジョブ制御部３２５によって、
受信したジョブを解析し、ジョブで利用する用紙情報（用紙サイズ、用紙種別）及び排紙
処理指定情報（例：シフト指定）を取得する。続いて、Ｓ１９０２で、ＣＰＵ３０５は、
取得した用紙情報と給紙排紙情報保存部３２９の給紙段管理テーブル７００に管理されて
いる情報のうち、用紙サイズ及び用紙種別とが一致する給紙段があるか否かを検索する。
Ｓ１９０３で、ＣＰＵ３０５は、Ｓ１９０２の検索結果に基づき、一致する給紙段がある
か否かを判定する。
【００６２】
　一致する給紙段がない場合はＳ１９０４に進み、ＣＰＵ３０５は、給紙制御部３２７に
よって、操作部Ｉ／Ｆ３０７を通じて操作部１０４にエラー（用紙なし）を表示する。続
いて、Ｓ１９０５に進み、ＣＰＵ３０５は、給紙制御部３２７によって、用紙交換が行わ
れたかを判別する。用紙が交換された場合は、Ｓ１９０２に戻る。用紙が交換されない場
合は、Ｓ１９０４に戻り、用紙が交換されるまでエラーを表示する。
【００６３】
　一方、Ｓ１９０３で一致する給紙段がある場合はＳ１９０６に進む。Ｓ１９０６で、Ｃ
ＰＵ３０５は、給紙制御部３２７によって、給紙排紙情報保存部３２９に保持されている
給紙段管理テーブル７００及び用紙銘柄管理テーブル８００から、当該用紙の色情報（透
明度の設定）が透明であるか否かを判定する。色情報（透明度の設定）が透明ではない場
合はＳ１９０７に進み、そうでない場合はＳ１９１２に進む。Ｓ１９０７で、ＣＰＵ３０
５は、給紙排紙情報保存部３２９に保持されている給紙段管理テーブル７００及び用紙銘
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柄管理テーブル８００から色情報（透明度の設定）が半透明（高）であるか否かを判定す
る。
【００６４】
　色情報（透明度の設定）が半透明（高）であればＳ１９０８に進み、ＣＰＵ３０５は、
排紙制御部３２８及びジョブ制御部３２５によって、操作部Ｉ／Ｆ３０７を通して操作部
１０４に図２０に示すメッセージ及び操作ボタンを表示する。図２０の画面では、要旨の
種別により（センサーが検知できない透明度であるため）、後処理ができないことを通知
するとともに、当該ジョブを実行するか、キャンセルするかをユーザに選択させる。
【００６５】
　Ｓ１９０９で、ＣＰＵ３０５は、ジョブキャンセルが選択されたか否かを判定する。ジ
ョブキャンセルが選択された場合Ｓ１９１０に進み、ＣＰＵ３０５は、ジョブ制御部３２
５によって、印刷ジョブをキャンセルする。ジョブキャンセルでなければＳ１９１１に進
み、ＣＰＵ３０５は、実行が選択されたか否かを判定する。実行が選択された場合Ｓ１９
１２に進み、そうでない場合は処理をＳ１９０８に戻す。Ｓ１９１２で、ＣＰＵ３０５は
、排紙制御部３２８とジョブ制御部３２５によって、デバイスＩ／Ｆ３１６経由で排紙装
置２００内の位置検知センサーを、テーブル１８００の設定値に従って一時的にＯＦＦに
する指示を通知する。
【００６６】
　次に、Ｓ１９１３で、ＣＰＵ３０５は、排紙制御部３２８とジョブ制御部３２５によっ
て、デバイスＩ／Ｆ３１６経由で排紙処理指示命令（排紙処理“しない“指定）を通知す
る。続いて、Ｓ１９１４で、印刷装置１０１が、Ｓ１９０３で選択された給紙段の用紙を
用いて印刷ジョブに従って印刷し、印刷済みの用紙を排紙装置２００に搬送し、処理を終
了する。
【００６７】
　一方、Ｓ１９０７で色情報（透明度の設定）が半透明（高）でない場合はＳ１９１５に
進む。Ｓ１９１５で、ＣＰＵ３０５は、排紙制御部３２８とジョブ制御部３２５によって
、デバイスＩ／Ｆ３１６経由でＳ１９０１で解析した排紙処理指定情報に従って排紙処理
指示命令を通知し、Ｓ１９１４に進む。
【００６８】
　次に、図２１を参照して、排紙装置２００における制御コントローラ４０１の処理手順
について説明する。以下で説明する処理は、排紙装置２００のＣＰＵ４０２がＲＯＭ４０
４等に格納されている制御プログラムをＲＡＭ４０３に読み出して実行することにより実
現される。
【００６９】
　Ｓ２１０１で、ＣＰＵ４０２は、排紙処理制御部４０８によって、デバイスＩ／Ｆ４０
７経由で印刷装置１０１から通知される制御命令を解析する。続いて、Ｓ２１０２で、Ｃ
ＰＵ４０２は、排紙処理制御部４０８及び位置検知センサー制御部４０９によって、位置
検知センサーＯＦＦの指示を受けたか否かを判定する。センサーＯＦＦの指示を受けた場
合はＳ２１０３に進み、そうでない場合はＳ２１０６に進む。
【００７０】
　Ｓ２１０３で、ＣＰＵ４０２は、位置検知センサー制御部４０９によって、透過型セン
サー２０２を含む位置検知用の光センサーをＯＦＦにする。その後、Ｓ２１０４に進み、
ＣＰＵ４０２は、排紙処理制御部４０８によって、排紙処理指示命令（排紙処理“しない
“指定）の排紙処理指示を実行する。ここで、ＣＰＵ４０２は、排紙処理制御部４０８に
よって、用紙入力部２０１から搬送される用紙を、搬送ローラを制御して搬送のみ行う。
続いて、Ｓ２１０５で、ＣＰＵ４０２は排紙処理制御部４０８によって、用紙を排紙トレ
イ２０３、２０４の機外へ排出する。
【００７１】
　一方、Ｓ２１０３で位置検知センサーＯＦＦの指示でない場合はＳ２１０６に進み、Ｃ
ＰＵ４０２は、排紙処理制御部４０８によって、排紙処理指示があるか否かを判定する。
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排紙処理指示がある場合（例：シフト指定）はＳ２１０７に進み、そうでない場合はＳ２
１０４に進む。
【００７２】
　Ｓ２１０７で、ＣＰＵ４０２は、位置検知センサー制御部４０９によって、搬送上の用
紙位置を検知し、その情報を用いて排紙処理制御部４０８によって、指定の排紙処理（シ
フト）を実行する。そして、Ｓ２１０５で、ＣＰＵ４０２は、排紙処理制御部４０８によ
って、排紙処理済み用紙を排紙処理に対応した排紙トレイへ排出する。
【００７３】
　以上説明したように、用紙銘柄情報として透明度情報を有する印刷装置において、透明
度情報を元に排紙装置内の位置検知センサーのＯＦＦ・ＯＮ設定と排紙制御処理の可不可
を切り替えて制御する。これにより同じ用紙種別であっても光学的特性（透明度が高い）
が異なり透明度が高く、排紙装置のセンサーによる用紙位置検知ができない用紙を用いた
ジョブであっても容易に確認することができる。したがって、ユーザに当該ジョブをキャ
ンセルするか、指定された排紙制御処理を実行せずに排紙するかを選択させることができ
、エラーとなって排紙できなくなることを防ぐことができる。
【００７４】
　＜第３の実施形態＞
　以下では、図２２乃至図２５を参照して、本発明の第３の実施形態について説明する。
本実施形態は、排紙処理の実行中に排紙装置２００内の位置検知センサーのエラー発生時
に位置検知センサー・排紙処理動作管理テーブルの設定を変更する。その後は、更新した
設定に従って排紙装置２００内の位置検知センサーのＯＦＦ/ＯＮ設定と排紙制御処理の
可不可を切り替えて制御する。
【００７５】
　まず、図２２を参照して、印刷装置１０１の処理手順について説明する。以下で説明す
る処理は、印刷装置１０１のＣＰＵ３０５がＲＯＭ３１０やＨＤＤ３１１に格納されてい
る制御プログラムをＲＡＭ３０６に読み出して実行することにより実現される。
【００７６】
　Ｓ２２０１で、ＣＰＵ３０５は、印刷ジョブを受信し、ジョブ制御部３２５によって受
信したジョブを解析し、ジョブで利用する用紙情報（用紙サイズ、用紙種別）及び排紙処
理指定情報（例：シフト指定）を取得する。続いて、Ｓ２２０２で、ＣＰＵ３０５は、取
得した用紙情報と、給紙排紙情報保存部３２９に保持されている給紙段管理テーブル７０
０に管理されている情報のうち、用紙サイズ及び用紙種別とが一致する給紙段があるか否
かを検索する。Ｓ２２０３で、ＣＰＵ３０５は、Ｓ２２０２の検索結果に基づき、一致す
る給紙段があるか否かを判定する。
【００７７】
　一致する給紙段がない場合はＳ２２０４に進み、ＣＰＵ３０５は、給紙制御部３２７に
よって、操作部Ｉ／Ｆ３０７を通じて操作部１０４にエラー（用紙なし）を表示する。続
いて、Ｓ２２０５に進み、ＣＰＵ３０５は、給紙制御部３２７によって、用紙交換が行わ
れたかを判別する。用紙が交換された場合は、Ｓ２２０２に戻る。用紙が交換されない場
合は、Ｓ２２０４に戻り、用紙が交換されるまでエラーを表示する。
【００７８】
　一方、一致する給紙段がある場合はＳ２２０６に進む。Ｓ２２０６で、ＣＰＵ３０５は
、排紙制御部３２８によって、図２３の位置検知センサー・排紙処理動作の管理テーブル
（変更前）２３００の設定に従って、ジョブ制御部３２５により排紙装置２００への指示
命令を決定する。決定した位置検知センサーの設定指示及び排紙処理指示命令は、デバイ
スＩ／Ｆ３１６経由で排紙装置２００へ通知される。続いて、Ｓ２２０７に進み、印刷装
置１０１は、Ｓ２２０３で選択された給紙段の用紙を用いて印刷ジョブを印刷し、印刷済
みの用紙が排紙装置２００に搬送する。
【００７９】
　次に、Ｓ２２０８で、ＣＰＵ３０５は、排紙制御部３２８によって、排紙装置２００の



(16) JP 6574633 B2 2019.9.11

10

20

30

40

50

用紙入力部でエラー（ＪＡＭ）が発生したか否かを判定する。エラー（ＪＡＭ）が発生し
た場合はＳ２２０９に進み、そうでない場合は処理を終了する。Ｓ２２０９で、ＣＰＵ３
０５は、給紙排紙情報保存部３２９の給紙段管理テーブル７００及び用紙銘柄情報保存部
３３１の用紙銘柄管理テーブル８００の情報に基づき、当該用紙の色情報（透明度の設定
）が半透明（高）であるか否かを判定する。
【００８０】
　色情報（透明度の設定）が半透明（高）でない場合は実際にＪＡＭ等のエラーが発生し
たと判断してＳ２２１６に進み、ＣＰＵ３０５は、ジョブ制御部３２５によって、印刷リ
カバリ処理を行いＳ２２０２に戻る。一方、色情報（透明度の設定）が半透明（高）であ
った場合は透過型センサーのエラーが生じたと判断してＳ２２１０に進む。Ｓ２２１０で
、ＣＰＵ３０５は、排紙制御部３２８及びジョブ制御部３２５によって、操作部Ｉ／Ｆ３
０７を通じて操作部１０４に図２５に示すメッセージ及び操作ボタンを表示する。具体的
には、当該用紙に対して後処理を実行することができないため、印刷処理が実行できない
ことを通知するとともに、ジョブをキャンセルするか、又は、実行するかをユーザに選択
させるボタンが表示される。
【００８１】
　次に、Ｓ２２１１で、ＣＰＵ３０５は、実行が選択されたか否かを判定する。実行が選
択された場合はＳ２２１２に進み、そうでない場合はＳ２２１７に進む。Ｓ２２１２で、
ＣＰＵ３０５は、位置検知センサー・排紙処理動作管理テーブル２３００の半透明(高）
の場合の設定を排紙制御部３２８によって、図２４に示すように変更（更新）する。具体
的には、半透明(高）の場合の設定を、位置検知センサー；ＯＦＦ、排紙処理：不可に設
定変更する。そして、Ｓ２２１３で、ＣＰＵ３０５は、排紙制御部３２８及びジョブ制御
部３２５によって、位置検知センサー・排紙処理動作管理テーブル２４００に従ってデバ
イスＩ／Ｆ３１６経由で排紙装置２００内の位置検知センサーを一時的にＯＦＦにする指
示を通知する。
【００８２】
　次に、Ｓ２２１４で、ＣＰＵ３０５は、排紙制御部３２８及びジョブ制御部３２５によ
って、位置検知センサー・排紙処理動作管理テーブル２４００に従い、デバイスＩ／Ｆ３
１６経由で排紙処理指示命令（排紙処理“しない“指定）を通知する。続いて、Ｓ２２１
５で、印刷装置１０１が、Ｓ２２０３で選択された給紙段の用紙を用いて印刷ジョブを印
刷し、印刷済みの用紙が排紙装置２００に搬送させる。
【００８３】
　一方、Ｓ２２１１で実行が選択されていない場合は、ＣＰＵ３０５は、キャンセルボタ
ンが選択されたか否かを判定する。キャンセルボタンが選択されていればＳ２２１８に進
み、そうでない場合はＳ２２１１に処理を戻す。Ｓ２２１８で、ＣＰＵ３０５は、ジョブ
制御部３２５によって、印刷ジョブをキャンセルし、処理を終了する。
【００８４】
　排紙装置２００における制御コントローラ４０１の処理手順は上記第２の実施形態と同
様であるため、説明は省略する。上記第２の実施形態で、透明度情報によって排紙装置２
００内の位置検知センサーのＯＦＦ/ＯＮ設定と排紙制御処理の可能/不可能は固定である
。しかし、本実施形態では、用紙銘柄情報の透明度情報を用いて、排紙装置２００内の位
置検知センサーのＯＦＦ・ＯＮ設定と排紙制御処理の可能/不可能の切り替えを管理する
管理テーブルの設定値を変更する。変更する場合は、排紙装置２００のセンサーによる用
紙位置検知できないエラーが発生した場合であり、その後はその設定に従って動作する。
よって、印刷システムの使用環境（温度、湿度等）によって同じ用紙でもセンサー検知感
度の変動により用紙位置検知ができる場合とできない場合が発生するような場合であって
もユーザが用紙銘柄情報の透明度情報を再設定する必要がなく、ユーザの利便性が高まる
。
【００８５】
　＜その他の実施形態＞



(17) JP 6574633 B2 2019.9.11

　本発明は、上述の実施形態の１以上の機能を実現するプログラムを、ネットワーク又は
記憶媒体を介してシステム又は装置に供給し、そのシステム又は装置のコンピュータにお
ける１つ以上のプロセッサーがプログラムを読出し実行する処理でも実現可能である。ま
た、１以上の機能を実現する回路（例えば、ＡＳＩＣ）によっても実現可能である。
【符号の説明】
【００８６】
　１００：印刷システム、１０１：印刷装置、１０３：スキャナ装置、２００：排紙装置
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